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古墳時代（３世紀中葉～７世紀初頭）は、日本列島各地において古墳が有力者の身分表示として数多く

造られることによって特徴づけられる。またこれらの古墳がヤマト政権との社会政治的関係の中で構築さ

れ、その政治的関係の証しとして、銅鏡や金属製武器などがヤマト政権から各地の有力者へ配布されて

いたと考えられている。このように、古墳から出土する金属製武器の多くは、地域の有力者とヤマト政権と

の直接的な関係の物的証拠として捉えられてきた。一方で近年、金属製武器の多様な来歴が注目される

ようになってきている。従来重視されてきたヤマト政権からの配布のみならず、有力者同士の授受や在地

生産も指摘されている。本発表では、生産と流通の多様性と重層性に注目し、古墳時代における金属製

武器の入手背景とその歴史的意義を再検討したい。
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古墳時代における
金属製武器の入手・保有・共有とその歴史的意義
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